
１.回答者について

（１）属性 単位：名

会員大学　職員 14

非会員大学　職員 1

15

（２）業務年数 単位：名

１年未満 7

２年未満 5

３年未満 1

３年以上 2

15

（３）本研修を知ったきっかけ（複数回答可）  単位：件

所属先からの案内 9

大学コンソーシアム大阪からの案内 5

大学コンソーシアム大阪HP（SNS含む） 1

チラシ 1

tulipメーリングリスト 1

（４）受講理由

・上司や所属先からの勧め、受講指示。（他５件）

・他大学の職員と交流して意見交換を行い、視野を広げたいと思ったため。（他３件）

・自身の業務の質向上につながると考えた。（他２件）

・第１回目を受講して大学職員の心構え等を学ぶことができ、自身のためになったため。

・ケーススタディを通して、業務を進めるうえで参考にしたいと考えたため。

2026(令和８）年度　第２回初任者SD研修
「初任者が身につけたい業務の進め方～ケーススタディを通して考える～」

受講者アンケート結果

回答者数名15名/受講者数17名　回収率88.2％

・職歴がまだ浅いため、初任者向けの研修を通して学びたかった。（他１件）

46.7%

33.3%

6.7%
13.3%

業務年数

１年未満

２年未満

３年未満

３年以上

93.3%

6.7%属性

会員大学 職員

非会員大学 職員

9

5

1

1

1

0 5 10

所属先からの案内

大学コンソーシアム大阪からの案内

大学コンソーシアム大阪HP（SNS含む）

チラシ

tulipメーリングリスト

本研修を知ったきっかけ
単位:件

1



２.研修内容について

（１）内容の理解度 単位：名

十分に理解できた 14

理解できた 1

ある程度理解できた 0

あまり理解できなかった 0

15

（２）研修内容について 単位：名

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思

わない

そう思わな
い

内容について満足している 14 0 1 0 15

講師の説明は分かりやすかった 14 1 0 0 15

提示・配布された資料は分かりやすかっ
た

15 0 0 0 15

研修で学んだことは、自身の業務に活か
せる

11 4 0 0 15

講師は適切な時間管理のもと、効果的な
研修運営を行った

15 0 0 0 15

同様の研修が開催されれば誰かに勧め
たい

13 2 0 0 15

（３）受講してよかったと思う点

・‟大学対応あるある”を通じて、日々の実態を振り返りながら、当事者意識をもって研修を受けることができた。

・講師によるロールプレイが良かった。

・「なるほど！」「私もそう思う！」など、自分自身の中でモヤモヤしていた思いが、研修を通して解消できた。同じ職場で働く
　職員に聞きづらい悩みも、研修で共有されたため、今後の業務にも前向きに取り組めると感じた。

・実際に起こりうることや、経験したことが題材として取り上げられており、身近に感じることができた。他職員の考えに共感
　する部分があり、また、自身ならこう対処するといった意見交換もできたので、今後に生かせそうだと感じた。

・他大学の職員と、各人が所属する大学のシステムや個々のhow toを共有することができ、業務への取り組み方などの
　知識を得ることができた。
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３.到達目標達成度と受講後の効果

（１）受講後、到達目標を達成できたか 単位：名

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思

わない

そう思わな
い

10 5 0 0 15

13 2 0 0 15

15 0 0 0 15

0

（２）研修受講後の効果に対する期待感 単位：名

期待以上 期待どおり
あまり期待
できない

期待でき
ない

能力（知識・スキル）向上 10 5 0 0 15

やる気の向上 9 6 0 0 15

職場での活用 10 5 0 0 15

①  ケーススタディを通して、他者に「どのように判断
し、行動するのか」を説明できる。

② 初任者が陥りがちな課題や失敗について説明する
ことができる。

③ グループワークを通じて参加者と意見交換すること
ができる。
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４.開催時期

単位：名

適切 12

どちらかといえば適切 3

どちらかといえば不適切 0

15

５.その他

（１）本研修をよりよいものとするための提案

・スライドの文字がもう少し大きいと、より分かりやすいと感じた。

（２）上記以外の感想や意見

（３）今後、大学コンソーシアム大阪で実施してほしい研修

・大学職員に必要な基本語句

・上司とのコミュニケーションの取り方

・他県からの参加だが、講師も参加者もあたたかく受け入れてくれたため、参加しやすかった。開催時間も今回のように午後
　に設定されていると参加しやすいと感じた。

・ケーススタディが実際に陥りそうなリアルなものばかりで、他大学の方々とディスカッションできたことが大変勉強になった。
　所属大学や人によって視点が異なり、グループの方々の意見を聞くのがとても興味深かった。

・大学職員として働く中で必要となるスキルをケーススタディという形で学んでいくことで、より実践しやすく理解することが
　できた。

・今回は社会人経験が少ない新任者向けのケーススタディだったため、新卒での新任者には適しているが、転職者には少し
　不向きと感じた。
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	★アンケート(グラフ）

